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エッジにどうMLを
適用するか？どうOTデータとITデータを

一緒に管理するか??

エッジデータの
収集、蓄積、見える化

インハウスおよび
パッケージソフトの

展開は？

データ、アプリ、
そしてデバイスの
集中管理法は？

工程最適化のための
機器分析は？

アップタイムと
OEEスコア最大化に
OTデータを使いたい

エッジは、データもアプリも
ローカルで管理したい

データフル活用時代の
製造DXやIIoTのデータ基盤

製造データやOTデータをフル活用
ITやクラウドとも統合し、歩留まりやダウンタイムを改善

設備効率も向上！

●製造DXやIIoTを進めたいがどうデータを取得して良いか分からない
●生産設備が色々あって、データを取得できない、もしくは統合的に活用できていない
●工場データに機械学習をかけたり、クラウドで統合したい

このようなお悩みをお持ちの製造業様



「IoT」という言葉が使われるようになり、製造現場においてもIT技術を活用し、生産性を向上させる取り組みが注目を
集めています。そこで重要となるのが、IoTを使ってリアルタイムにデータを収集し、工場内のさまざまな情報を可視化し、
生産管理に役立てることです。
MaketSplash社のデータからもその有用性についての回答が寄せられています。

統合 & 相互運用性
新旧、様々なメーカーの機器が混在する
環境で多種多様なデータソースが通信す
る共通言語が欠落

熟練者不足
コロナ禍後の労働力不足は、デジタルト
ランスフォーメーションとIIoTの導入を難
しくしている。トレーニングとスキルアッ
プが必須条件

セキュリティ
OT資産とクラウドの直接接続はセキュリ
ティリスクがある。エッジからクラウドへ
の安全なデータ転送の仕組みが必要

IT/OTのサイロ化
OTデータの意図をつかめないと、エン
タープライズチームはデータを有意義に
解釈・利用できない

スケーラビリティ
既存のミッションクリティカルなシステム
は、単一工場レベルでの運用のみを想定
して設計されており、複数拠点がある工場
の規模や全エンタープライズレベルの
アプリケーションへの対応は困難

コスト
製造業では初期コストの低い製品を選択
しがちだが、IIoT導入のメリットを得るため
には、複数製品が必要でコスト増を招く

製造業の多くで製造現場（工場）の
データを活用できていない

製造DXやIIoTを阻む解決すべき代表的な要素

●	 ほぼ全ての企業（98%）がMESや予防保全、VRといったデジタル技術の採用による効率改善を見込んでいる
一方、2020年のIIoT利用率は10%

●	 86%の回答者がスマート・ファクトリーへの取り組みが今後5年間の製造業の競争力に大きな影響を及ぼすと
考えている

●	 回答者の大多数（90％）が、デジタル化は自社にとってリスクよりもチャンスの方が大きいと考えている

出典：MarketSplash 10/31/2023「150+ Industrial Internet Of Things (IIoT) 統計：市場規模、シェア、成長」
	 https://marketsplash.com/ja/the-best-industrial-internet-of-things-statistics/



Litmus Edgeは、製造現場であらゆるマシンデータを収集、分析、活用できるオールインワンのエッジプラットフォームで
す。PLC、DCS、SCADA、ヒストリアンなど、あらゆる製造設備に数分で接続できます。「DeviceHub」の機能として、
あらかじめ豊富にドライバーも（シリアル、イーサネット、 SocketCAN、OPC UA、MQTT、ファイルベース）が用意
されており、三菱、オムロン、キーエンスなどに接続するだけでデータを収集、活用できるようになり、予防保全や不慮の
ダウンタイム減少、設備効率向上に役立ちます。

Litmusを利用することで、あらゆる機器と接続、データ収集、そのデータを集約できます。コンテキスト化した上で、
エッジでのリアルタイム分析ができます。さらに、クラウドにデータを送りビッグデータ分析も可能です。従来製造業が
抱えていたIIoTや工場DXの多くの課題を解決します。

Litmus Edgeとは？

Litmusによる解決イメージ

1.	300種類以上の製造機器からデータを取得、集約できます

2.	信頼できる生産データソースとして、セキュアな共通データレイヤーを作れます

3.	各データの正規化と見える化、またAI等のアプリへ展開し、生産管理KPIへのアウトプットを得られます

4.	クラウドやビッグデータ基盤、エンタープライズシステムとの統合でよりヒストリカルな分析やMLのモデル作成に
も活用できます

※	Litmus Edgeは、Linux、Docker Containerなど柔軟な展開を選択いただけます
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Litmus 活用で得られるメリット
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お問い合わせ

Litmus Automation Japan株式会社
〒150-0012　東京都渋谷区広尾1-11-2 BLOCKS恵比寿408

https://litmus.io/ja/contact-us/

【お問い合わせ】

多種多様な生産機器からデータを取得し、エッジで行うべき処理や分析をリアルタイムに行います。OTとITをつなぎ、
クラウドやエンタープライズにOTデータを送り、ビッグデータ化とビッグデータ分析も可能にします。信頼できるOT
データを使い、IIoTや工場DXを推進します。

多種多様な製造機器（データソース）か
らデータを取得し、OTデータを分析。
ダウンタイム減少や、歩留まり向上と
いった生産管理の各指標を満たします。
たとえ、複数のラインや工場、拠点が
あっても各拠点毎にLitmus Edgeを配
置し、全体をLitmus Edge Manager
で統合管理すれば、容易に全拠点での
データ分析と結果を得られます。

Litmus Edge
（各拠点、ラインごとに展開・実行）:
エッジデータ処理、分析、DB格納、可視化、他ツールへの展開、AIモデル活用

Litmus Edge Manager
（本社やDCに展開）:
Litmus Edgeの各機能に加え、Litmus 
Edgeの一元管理と全データの集約、
アプリを含んだ複数の拠点への展開。
OTとITの統合を担います。

拠点や工場をまたいで
どう工場や生産データを活用するか

メリット
・ ダウンタイム減少
・ 歩留まり向上
・ OEE（設備効率）向上
・ スループット最適化
 他

データ分析データ収集 データ統合アプリケーション活用

Litmus Edge
Industrial Edge Data Platform

ヒストリアンセンサー PLC 工作機械ロボット SCADA / MES

クラウド 機械学習 データストレージ ERPBI/ダッシュボードビッグデータ

拠点3

拠点2

エンタープライズシステム

拠点1

MES 品質管理画像処理

状態監視


